
加賀友禅 

 

 加賀友禅は、「五彩」と呼ばれる独特の５色を基調に、鮮やかで写実的な自然のイメージを手描

きの絵柄で正絹生地に表現する染めの技法で、京都の京友禅、東京の江戸友禅と並び、「日本

三大友禅」のひとつに数えられています。 バッグやスカーフなど布小物や、高級な着物の装飾に用い

られています。 

 

 加賀友禅の歴史は 16 世紀、現在の石川県・富山県にあたる加賀藩にさかのぼります。当時の

加賀藩は絹織物の一大産地で、染物の水洗いに適した川や用水に恵まれた地域でした。その頃に

は加賀独特の無地染め「梅染」があり、これが加賀友禅の始まりと言われています。17 世紀半ばに

なると、職人たちは生地にシンプルな模様や絵を描くようになります。加賀友禅は、著名な絹の扇絵

師だった宮崎友禅（?～1758）の登場で新たな技法を確立し、発展段階に入ります。歴史上の

記録は様々ですが、友禅は加賀出身、もしくは 1712 年頃に京都から金沢にやってきたと考えられ

ています。友禅は多彩な色使いを可能とする「防染」の技術を考案し、この技術は加賀の染物師た

ちに受け継がれていきました。友禅の影響に加え、財力を誇った前田藩主の支援もあり、加賀友禅

は洗練された芸術へと発展し、現在も続いています。 

 

 加賀友禅の工程は、絵師が思い描いたイメージや連続する文様を紙に描くことから始まります。図

案ができたら、その輪郭をツユクサの花の汁を用いて正絹の白生地の反物に写し取っていきます（ツ

ユクサの汁は水溶性なので、水洗いの工程で消えます）。次に、専用の紙筒に糊を入れ、糊を絞り

出しながら輪郭をなぞり、細く糊を引いていきます。この糊が彩色の過程で染料をはじき、染料が柄

の外に浸み出すことを防ぎます。 

 

 次の過程は、加賀友禅制作の中心となる彩色です。「加賀五彩」と呼ばれる藍、臙脂（えん

じ）、⻩土、草、古代紫の 5 色を基本とした配色で、絵柄の部分ごとに手描きで濃淡をつけながら

糊を引いた輪郭の内側に彩色していきます。花の絵柄では、外側の花びらから内側に向かって刷毛

で色をつけていきます。こうすることで、花びらの外側が最も色が濃く、中心に向かって薄くなる加賀友

禅に特徴的なグラデーションができます。京友禅の場合は、このグラデーションの方向が逆になります。

仕上がりの美しさと品格がここで決まるため、高い技術と色彩感覚が求められます。 

 

 絵柄の彩色が終わったら、生地を蒸して色を定着させます。次に、背景の地色を染める前に、糊で



絵柄を完全に塗りつぶします。こうすることで、糊が地色染めの染料をはじいて彩色が終わった絵柄

に混ざるのを防ぎます。地色の色付けも、幅広で毛丈が短い刷毛を用いて手作業で行います。生

地の広い範囲をむらなく色づけするには、熟練の技術が必要です。この後、もう一回蒸して、地色を

定着させます。 

 

 これで生地は全て染め上がり、次の工程は水洗になります。冷水と硬い筆で、ツユクサの汁や糊、

余分な染料を洗い流します。この工程は伝統的に自然の河川で、染め上がった反物が流されない

ように棒に結んで行います。現在は、多くの工房が浅い水槽に水を張り、流水で洗いの工程を行って

いますが、金沢では今でも冬になると、浅野川で昔ながらの方法で洗いの作業を行う職人の姿を見

ることができます。 

 

 加賀友禅には、図案を手描きで描かない板場友禅という技法もあり、型友禅、加賀小紋染とも

呼ばれています。板場友禅では、図柄を彫り、柿渋で固めた型紙を使って、白生地に一色ずつ色を

のせていきます。いわば木版画や現代のスクリーン印刷のような手法です。 高度な技による精緻で

繊細な模様は、手描き友禅とは違った魅力と風合いで親しまれています。 

 

 友禅染めは 1955 年に重要無形文化財に指定されており、石川県には同保持者が 2 人いま

す。1 人は 1955 年に認定された木村雨山（1891～1977）、もう 1 人は 2010 年に認定さ

れた二塚長生（1946～）です。石川県立美術館では、訪問着、掛け軸、屏風など、加賀友禅

の作品を多数所蔵しています。 


